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安達地方における特産アサツキの経営的性格
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1ま え が き

本報告は,経営診断指標作成のため露地野菜経営の実態
を調査したが,そのなかから安達地方におけるアサツキを

取り上げ,その作物の受容する経営手段の利用性ならびに

収益性を主な指標として経営的性格を検討し,明 らかにし

たものである。

2 県内のアサツキ栽l■状況

アサツキは,県北の安達地方と会津の高郷村などで栽培

され,面積は約12● と推定される。なかでも安達地方の

安達町と二本松市においては8L程栽培されており県内で
はアサツキ栽培の最も盛んな地方である。

6 安達地方におけるアサツキ栽培の概況

安達地方におけるアサツキ栽培の歴史は古く,従って,

現在栽培している農家はかなりの経験 を積んできている。

1 輪作体系
アサツキは桑の間作としての作付けもみられるが,パ レ

イショーアサツキの体系が一般的である。夏秋キ.ウ リと

の体系もみられるが,この場合,アサッキの植付けが9月

上～中旬と遅くなるため成育が遅れ,収量が少なくなると

表 1 経済収支総括表 (系統出荷 )

いわれている。

2 栽培技術体系
栽培技術体系の中で農家が特に重要視しているのは堆晟

肥の施用である。アサツキ植付け時に堆厩肥を施用すると

アサツキの根が堆厩肥にからまり収穫,調製作業が困難に

なるため前作のパレイショに2～ 4ト ン投入している。前

作パレイショに堆肥の投入量が少ないと, アサツキの葉が

早くから黄変し,球根の肥大が悪く極端に減収するといわ

れている。従って,和牛または豚を数頭飼養し,あるいは

安達町農協で運営している堆肥センターの利用や,畜産農

家と,稲わらと厩肥との交換を行って, できるだけ多くの

堆厩肥の施用に努めている。

種球は10a当 り400り植え付けているが,実際には各農

家で採種も行っており,翌年10a作付ける場合,そ のうち

の 2aを種球生産に当てている。
収穫は12月 から始まり5月 まで続けられるが, 1月 の価

格が最も高く,以降は安くなる傾向にあり,52年は3月 の

平均価格が 1月対比で61%であった。

労働時間は,種球掘取りまで含めた全体の労働時間が40

時間であるが,特徴的なことは収穫ならびに出荷に300時

間,全体のフ3'の労働時間がかかるということである。

3 収益性
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収益性については表1の とおりである。表の中で(1)は毎

年種球を全量購入した場合である。種球を4Clん9植 え付け

て生産量1.200りというのが安達地方の平均である。 農協
出荷の場合の51年 の平均単価 (根付き)は 367円であり,

粗収益440.“0円 となる。経営費のうち雹苗費は1`800円

であるが, これは,実際には種球は売買がされていないた

め販売単価と同じイん′当り367円 として計算したものである

(表 2)。 しか し,実際には前述のように農家は種球を自

給しているため,その経済収支は表 1の(2)の ようになる。こ

の場合,販売に向けるアサツキの収穫面積は8aと なり,

収量は960た,である。そして2a分 , 240り (5月 の種球

掘取時には400り となる)は翌年の種球となる。従って,

粗収益352.31Xl円 ,経営費44.Oll円,流通経費5`400円で,

(10a当 り)

軽油代の30¢

5年使用

(販売量 1,200ん,

所得が251,900円 となる。

4 む  す  び

アサツキの経営的性格を要約すると,①収益面では,10

a当 り所得が約18万円,所得率41¢であるが,実際には種

球を自給しているので所得は約25万円と高くなる。②土地

利用面では,アサツキ,パ レイショ,桑 との間には補合関

係が成り立っている。③労働力面では,冬期の収凄,調製

作業に多くの労力を要するが,収穫jlJ間は長い。④収益性

が比較的高いにもかかわらず 1戸当り栽培面積が10a内

外と少ないのは,冬期間.基幹農従者が農外労働につくた

め,労力を多く要する収穫調製作業を老人や婦人で行って

いることに起因している。
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